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2026年 7月 29日 発行：楠田恭子「エクアドル通信!」

キチュア語コーナー
　エクアドルの言語の１つキチュア語を紹介します。"Minkachiway."(ミンガチワイ)は
「お邪魔します、失礼します」と神聖な場所や家などに入る時に使う丁寧な表現です。

太陽の祭り
　毎年夏至の時期の 6月 22日から『インティライミ』
という太陽への感謝や豊かな収穫を祈るお祭りが２週
間ほど行われます。私が住むインバブラ県では特に盛
んで、音楽と踊りで街や村が一段と賑やかになります。
様々なグループが夜通し家々を周り、ダンスと音楽を
披露し、家主は食事と飲み物（チチャというとうもろこ
しの発酵酒）を振る舞います。22日の深夜には聖なる
場所（滝など）で水浴びをして体を清めます。私も友人
家族と一緒に参加させてもらい、アンデスの貴重な文
化に触れる素晴らしい機会となりました。 ↙楽団の周りを円に

なって踊る「サパテア
ド」と呼ばれる、大地を
踏みしめるように力強く
踊るステップは、母なる
大地を目覚めさせ、エネ
ルギーを呼び起こす意味
があるそうです。

↘22 日の深夜にオル
ティーガと言う草を使い
水浴びして清めます。
「ミンガチワイ」と言い
ながら入ります。

日本からウルクキへ
　在エクアドル日本国大使館の「草の
根無償資金協力」で、ウルクキ市に初
めて救急車が供与されました。これ
で、親元を離れて大学の寮や下宿先で
暮らす学生たちが、病気や怪我に見舞
われた際、大きな助けになるはずで
す。供与式には堀内大使や子どもた
ちも出席し、新しい救急車がお披露目
されました。病院のないウルクキで、
この救急車が市民の命を守ってくれ
ることを心から願っています。

↓大学の医師と健康危機管理
担当の同僚も参加しました。

自己表現と癒しの場所に…
  ほとんどの学生が休暇を楽しんでいる中、予備学生た
ちは引き続き大学で授業を受けています。そのため彼
らが文化活動を楽しんだり、自己表現をしたりする場所
と機会を提供するために活動しています。学業の合間
に、学生たちが少しでもリラックスして楽しんだり、新
しい友人を作ったりする場所になってほしいと願って
います。 

塗り絵
   絵を描く技術がな
くても気軽に色塗り
を楽しんでほしく
て、塗り絵を新たに
導入しました。すで
に何人も楽しんでい
ます。

↑１ヶ月かけて絵を完
成させました。素晴らし
い才能だと感じます！今
後の作品づくりを続けて
ほしいです。


